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応用動物学 系の大学および畜産学

( 2) 大 学院での野生動物教育の実態

全圏アンケート調査の集計結果

守村

の講義等が実施され，平均実施数は，私立大学が

3. 25で最も多く，国立大学法人は 2.00，公立大学

は1.00でJ 校当たりの最多実施数も私立大学の 8

コマで、あった(表 2参照)。講義担当者は 90.6%(国

立大学法人が 88.5%，公立大学が 100%，私立大学

が 91.7%)が常勤で，国立大学法人と私立大学では

それぞれ 42.3%と 47.2%が複数で担当するオムニ

パス形式で，国立大学法人では 11.5%が集中講義で

あった(表 2参照)。

教育の形態は，図 14に示す通りで，71.1%(国

土井比 呂 志

1)学部教青

アンケートの問 lの Aから Cで iYesJ と回答，

すなわち 5年間の調査対象期院中に「内容の大半が

野生動物(動物闘動物を含む)に関する講義(卒業

研究等も含む)や実習・実験を行っているj と回答

した学科は，国立大学法人が 17，公立大学が 3，私

立大学が 12のあわせて 32で，これらのところで 76

(国立大学法人が 34，公立大学が 3，私立大学が 39)

楠

シラ パス集計5 

表 2

国立 公立 私立 合計

17 3 12 32 

6 0 7  

34 3 39 76 

30.8 % 50.0 % 47.2 % 40.6 % 

2.00. 1.00 3.25 2.38 

6 88  

3.45 2.00 2.23 2.80 

88.5 % 100.0 % 91.7 % 90.6 % 

42.3 % 0.0 % 47.2 % 43.8 % 

11.5 % 0.0 % 0.0 % 4.7 % 

学部のシラパスに記載された情報の集計結果

総数

うち卒業研究のみの数

総数

野生動物の名を冠した講義の割合*
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潤lでYesと答えた学校数
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立大学法人が 67.6%，公立大学が 66.7%，私立大

学が 74.4%)が講義であり，次に比率の高かったの

は，盟立大学法人 (23.5%) と公立大学 (33.3%)

では卒業研究で，それぞれ6学科と 1学科では卒業

研究でしか野生動物教育を行っていなかった(表 2

参照)。そのため平均単位数でみると，卒業研究が

多い分，最多は国立大学法人で、あった (3.45，私立

大学は 2.23，公立大学は 2.00，表 2参照)。一方，

私立大学では，実習が次いで、高かった(12.8%，国

立大学法人は 2.9%)。実験は，国立大学法人と私

立大学がそれぞれ 5.9%と 5.1%で、あった。公立大

学では，実習と実験は行われていなかった。なお，

野生動物やそれに類する名を冠した講義等の割合

は，卒業研究を除いたものの 40.6%(国立大学法人

が 30.8%，公立大学が 50%，私立大学が 47.2%)

で、あった(表 2参照)。具体的な講義名としては，

r (信チ1'1の)野生動物学(概論) (入門) (実習)J ， 

f野生動物管理学(論)J， r野生動物保護(保全)

学(論)J r野生動物(生物)保護(保全)管理学

(実習)J， r動物関(ズーアニマノレ)学(論)J ， 

「里子生動物資、源論J，野生動物共生論J，野生

動物生態学J，野生動物行動学J，野生動物管

理計画実習j などであった。

野生動物教育の実施時期は，国 15に示す通りで，

居立大学法人，公立大学，私立大学のいずれにおい

ても，講義等は l年次から実施されており(それぞ

れ 12.2%，25%， 23.8%) ，サンプノレ数が 3と少な

い公立大学では，疎らな結果となった。医立大学法

人では，最終年次に卒業研究しか行っていないとこ

ろもあるものの，年次が上がるにつれて実施率は増

加した (2年次が 22%，3年次が 36.6%，4年次が

29.3%)。私立大学も，国立大学法人と需様に 3年

次で去をも高い実施率が得られたが， 4年間を通して

バランスの良い配置で、あった (21.4~31 %)。

2)大学説博士前毅課程

アンケートの間 1のAから Cで rYesJ と回答し

た専攻は，国立大学法人が 13，公立大学が 1，私立

大学が 5のあわせて 19で，これらのところで 31(国

立大学法人が 20，公立大学が 1，私立大学が 10)の

講義等が実施され，平均実施数は，学部教育陪様に，

私立大学が 2.00で最も多く，匿立大学法人は1.54， 

公立大学は1.00であった。 l校当たりの最多実施数

は国立大学法人の 5コマであった(表 3参照)。な

お，学部教育とは異なり，野生動物の名を冠した講

義等は，私立大学で、しか行われておらず，その割合

も低かった(修論研究を捨いた場合は 22.2%，講義

名は「野生動物学特論Jと「同特論実験J)。平均

単位数は，私立大学が 2.67で最も多く，次いで眉

立大学法人の 2.50で，公立大学は 2.00で、あった。

講義担当者は，陸立大学法人，公立大学，私立大学

ともに全てが常勤で，国立大学法人と私立大学では

それぞれ 20%と77.8%がオムニパス形式で、あった

が，集中講義のところはなかった(表 3参照)。

表 3 大学院博士前期課程のシラパスに記載された情報の集計結果

国立 y4γAミrL 私立 合計

間lでYesと答えた学校数 総数 13 5 19 

回答のあった講義数
総数 20 10 31 

聖子生動物の名を冠した講義の割合* 0.0 % 0.0 % 22.2 % 8.0 % 

平均 1.54 1.00 2.00 1.63 
学校当たりの講義数 最多数 5 4 5 

担当者の常勤率 100.0 % 100.0 % 100.0 % 100.0 % 
講義の担当者と形式 オムニバスの割合 20.0 % 0.0 % 77.8 % 40.0 % 

0.0 % 

**研究の単位数は含まない
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~講義回実験包演習国研究
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関 16 大学院博士前期課程での野生動物教育の形態

教育の形態は，図 16に示す通りで，公立大学で

は講義 1コマのみの回答で、あった。私立大学では，

講義が 40%で，実験が 30%，演習が 20%で，修論

研究が 10%とバランスが取れていたが，国立大学法

人では，実験がなく，講義が 45%，演習が 30%，

修論研究が 25%で、あった。

大学院での野生動物教育の実施時期は，前後期と

もに，隔年開講で、あったり，学年がとくに指定され

ていない，すなわち教青年限内のどの年次でも履修

できるものが多く，それらは該当する全ての学年で

カウントした。その結果(図 17参照) ，前期課程

で年次槙講の講義が全体として lコマしか回答

がなかった公立大学以外の国立大学法人と私立大

学では 2年簡を通して一定の割合(約 50%)で実施

されていた。

100% 

50% 

。%

図 1年次口2年次

全体 国 公

12{117 大学院博士前期課程での
野生動物教育の実施時期

3)大学院博士後期課程

円

私

アンケートの問 1のAから Cで iYesJ と由答し

た専攻は，公立大学にはなく，国立大学法人と私立

大学がそれぞれ 8と3のあわせて 11で，これらの

ところで 15(国立大学法人が 10，私立大学が 5)の

講義等が実施され，平均実施数は，学部や前期課程

同様に，自立大学法人(1.25)よりも私立大学(1.67)

の方が多かったが校当たりの最多実施数は隈立

大学法人の 3コマであった(表4参照) 0 なお，後

期課程では，野生動物やそれに類する名を冠した講

義等は，全くなかった。平均単位数は，国立大学法

人が 2.43で，私立大学は1.50であった(表4参照)。

教育の形態は，図 18に示す通りで，国立大学法

人，私立大学ともに実験はなく，国立大学法人では

50%が，私立大学では 40%が講義で，次に比率が高

かったのは，国立大学法人では博論研究 (30%)で，

私立大学では演習 (40%) であった。

野生動物教育の実施時期は，閣 19に示す通りで，

~講義回実験口演習日研究

100% 

50% 

。%
0.0% 

全体悶 公 私

図 18 大学院博士後期課程での里子生動物教育の形態
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公

関 19 大学院博士後期課程での
里子生動物教育の実施時期

私

% 

国立大学法人，私立大学ともに，博論研究しか行っ

ていないところの占める割合が高いため(それぞれ

3/8と1/3，表 4参照) ，最終の 3年次の比率が最

も高くなった。
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6. 総括

任意のアンケート調査とは言え，過去に，こうし

た里子生動物教育についての実態調査が，畜産学・応

用動物学系の全掴の大学や大学院に対して行われ

た事例を，著者らは寡聞にして知らないが，今回の

調査結果を総括すると，次の通りで、あった。

公立大学 (6校)の屈答率は，学部，大学院の前

後期課程ともに，国立大学法人や私立大学に比べて

高かったが，野生動物教育はあまり活発に行われて

いるとは言えず，大学院では，前後期課程ともでほ

とんど行われていないようで、あった。私玉工大学(12

校)では，国立大学法人や公立大学に比べて，回答

率は低かったが，回答のあったところでは，野生動

物教育はかなり熱心に行われているように思われ

た。国立大学法人 (29校)では，回答率，実施状況

ともに，公立大学と私立大学の中間に位置していた。

野生動物教育を実施している大学では，基礎教育

を行わずに研究(卒論，修論，博論研究)のみしか

行っていないところが比較的多く，とくに国立大学

法人では多い額向にあった。全体を通してみると，

平均して 2コマ程度，単位数で2単位程度の講義が，

教育年限を通じでほぼ均等に行われており，教育課

程がよがると減る傾向にあった。教育形態は，大半

が講義で，常勤の教員が譲数で担当するオムニバス

形式のものが多く，野生動物の名を冠するものは半

分以下で、あった。野生動物教育を実施していない理

出としては， i学生の要望がないj との回答が多い

が見られ，とくに国立大学法人で多く，教育課

程が上がるに連れて強まったが，将来実施する可能

性については，公立大学の大学院後期課程を除いて，

おおむね肯定的な回答が多かった。

冒頭にも記述したように，野生動物を取り巻く環

境問題は，人類がその英知を結集して取り組まねば

ならない最短先課題であり，最高学府には，これら

を解決するための技術を開発し，人材を育成せねば

ならない奏務が諜せられていると著者らは考える。

しかしながら，本調査を終えて感じたことは，大学

によって温度差はあるものの，全国の畜産学・応用

動物学系の大学や大学院における野生動物教育は，

全般的には低調気味で、あった。

環境保全が声高に叫ばれているにも関わらず，依

然として自然破壊は止まるところを知らず，野生動

物は次々と姿を消している。すなわち，一般的にみ

て環境保全に対する意識は未だに低く，いわゆる

「実質的無関心Jであると考えざるをえない。この

意識を改革するには，将来の社会的基盤を支える若

い大学生に教育を施すことが必須と考える。本調査

が我々の教育分野における現状の認識材料となり，

わずかでも野生動物を含めた自然保護のブレーク

スルーの契機となれば幸いである。
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表 4 大学院博士後期課程のシラパスに記載された情報の集言十結果

国立 1.γ';;iL 私立 合計

間1でYesと答えた学校数総数 8 。 3 11 

回答のあった講義数 総数 10 。 5 15 

里子生動物の名を冠した講義の都合* 0.0 % 0.0 % 0.0 % 0.0 % 
平均 1.25 0.00 1.67 1.36 

学校当たりの講義数 最多数 3 。 2 3 

100.0 % 
講義の扱当者と形式 オムニパスの割合 54.5 % 

0.0 % 

**研究の単位数は含まない



362 資産の研究第63巻 第3号 (2009年)

学)，高山耕二(鹿児島大学)，小倉 隠せ(琉球大

学)，稲元民夫(秋田県立大学) ，井上達志(宮城

大学)，榊問屋史(石川県立大学)，竹内正太郎(福
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新刊紹介

第 38回 jレ ー メ ン 研究会開催のお知らせ

シンポジウム しい館料資源と消化管内微生物j

期 日:2009年 3月 28日(土)

13:15から 17:00(終了後懇裁会)

場 所・日本大学生物資源科学部

本館 8階 81講義室(神奈川県藤沢市)

アクセスは日本畜藤学会ホームページ参照

http://hp.brs.nihon心 .ac.jp/づsas11 0/ index.html 

参加費:一般 2000円 学生 1000円

プログラム

13 : 15-13 : 35 総会

13: 35-13 : 40 

開会の挨拶:板橋久雄会長

シンポジウムテーマについて:竹中昭雄(コンビ

ナー)

13: 40-14 : 10 

梶川 博(日本大学生物資源学部)

「蛋白質額料資源と反容3胃内消化j

14: 10-14: 40 

佐伯真魚(日本大学生物資源科学部)

「新しい額料資源の飼料化技術が消化特性に及ぼ

す影響」

14: 40-15 : 10 

田島清(畜産草地研究所)

「発酵リキッド館料を給与した豚の腸内細菌叢」

15 : 30-16 : 00 

塚原隆充(京都府大)

f育成仔豚の腸内細菌と非病原性下痢j

16: 00-16 : 30 

佐々木泰子(明治乳業・食機能科学研究所) r乳酸

宣言・腸内細菌におけるマイクロアレイの利用J

16 : 30-17・00

田喜義(カルピス(株)・館料事業部) i家畜にお

けるプロバイオティックスの利用J

懇親会 18:30から小田急江ノ島線藤沢駅徒歩 2分

「遊食三味にじゅうまる藤沢府J (参加費 5千円)

http://r.gnavi.co.jp/ g086279 / 

家畜生理栄養研究会と合同の懇親会となります。

準備の都合等により事前申し込みとさせていただ

きます。大変申し訳ありませんが， 3月四日(木)

までに kajikawa.hiroshi@nihon-u.ac.jpまでメールで

お申し込み下さい。お知り合いの方にも連絡お願い

いたします。(下記の学会問い合わせ先とは異なり

ます)

学会問い合わせ 畜産草地研究所

分子栄養研究チーム 竹中昭雄

メール:akio@affrc.go.jp 

τ巴1& Fax: 029-838-8660 
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